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1.はじめに 

カーボンナノコイル（CNC）は螺旋形状を有する炭

素ナノ材料である。この特徴的な構造から，ナノスプ

リング(1) やナノインダクタ(2) ，電磁波吸収体材料(3) 

などさまざまな分野への応用が期待されている。しか

し，CNCがもつ抵抗値が数十 kΩと高く(4) ，またその

大きさから，インダクタンス値およびコイルとしての

効果が非常に小さいと予想される。本研究では CNC

に銀 (Ag) メッキを施すことで抵抗値の低下を促し，

その単一試料の直流抵抗率を測定することで，CNCに

対するメッキの影響を考察した。 

2.測定試料の作製 

 CNCは研究室内で化学気相合成法 (CVD) によって

合成した。作製した CNC をエタノールとデオキシコ

ール酸ナトリウムの混合溶液に漬け，その溶液で無電

解メッキを行うことで CNC 表面に Ag をメッキした

（Ag-CNC）。走査型電子顕微鏡（SEM）観察により

CNC 表面に Ag がメッキされていることを確認した。

抵抗測定用試料は集束イオンビーム加工装置 (FIB) 

により作製した。作製した試料を図 1に示す。1 cm四

方のガラス基板上にイオンコータを用いて厚さ 500 

nmの Au を製膜した。次に FIB のエッチングを用いて

ガラス基板を一部露出させ，そこに Ag-CNC を架橋し

た。そして Ag-CNC の両端を Pt デポジションにより固

定することで電極を作製した。電気抵抗の測定は，ソ

ースメータを利用した。 

3.Ag-CNCの形状と電気抵抗率の関係 

 構築した測定系を用いて複数のAg-CNCについて電

気抵抗を測定した。図 2に Ag-CNC のコイル径と抵抗

率の関係を示す。測定された抵抗率は 1.34×10-5 Ω·cm 

から 4.52×10-3 Ω·cm の間に分布していた。CNCに Ag

をメッキすることで抵抗率は一桁から二桁減少した。

コイル径が大きいほど Ag がより厚くメッキされ抵抗

率が減少すると予想したが，コイル径が小さいほど抵

抗率の減少度も大きくなった。この理由について，

CNCにメッキされた Agの疎密性に関係していると考

えられる。コイル径が大きいほどその炭素繊維も大き

いため Agの密度が低く，Ag よりも炭素繊維の部分を

多く電流が流れていると推測される。無電解メッキで

Ag のメッキ量を増加させることで改善が見込まれる

が，Agのメッキによりコイルの形状を損なう可能性が

ある。CNCのコイル径を制御した合成方法を確立させ

ることで選択的にメッキすることができると考えられ

る。 
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図 1. 作製した試料 

図 2. コイル径と抵抗率の関係 
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